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８
月
６
日
、
日
本
共
産
党
岩
手
県
委

員
会
と
県
議
団
は
達
増
拓
也
知
事
に

た
い
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
さ
ら
な

る
強
化
を
求
め
る
第
四
次
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を

拡
充
し
、
県
立
病
院
な
ど
医
療
機
関
の

減
収
補
て
ん
を
国
に
求
め
る
こ
と
、

「
地
元
の
宿
応
援
割
」
第
二
弾
な
ど
の

事
業
者
支
援
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
少
人
数

学
級
の
実
現
、
消
費
税
５
％
減
税
な
ど

を
求
め
ま
し
た
。 

 

９
月
８
日
の
臨
時
県
議
会
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
第

４
次
補
正
予
算(

７
５
９
億
円
余)
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
斉
藤
県
議
が

本
会
議
で
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

国
内
で
は
感
染
拡
大
の
第
二
波
を

迎
え
、
岩
手
で
も
こ
れ
ま
で
に
23
人

の 

か
っ
た
』
と
答
え
る
若
者
が
増
え
て
い

る
が
、
そ
れ
は
長
年
被
爆
者
の
み
な
さ

ん
が
運
動
し
、
発
信
し
て
き
た
か
ら

だ
。
今
後
も
岩
手
の
会
を
応
援
す
る
」

と
話
し
ま
し
た
。 

県
議
も
同
席
し
ま
し
た
。 

 

伊
藤
会
長
は
「(

２
０
１
７
年
２
月

に)

達
増
知
事
が
署
名
に
賛
同
し
た
こ

と
が
、
県
内
全
33
市
町
村
長
の
賛
同

(

２
０
１
９
年)

や
20
万
筆
の
達
成
に

大
き
な
力
を
発
揮
し
た
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

 

９
月
17
日
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
を
す
す
め
る
岩
手
の
会
は
達
増
拓

也
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
岩
手
県
内
で

20
万
３
千
３
百
筆
余
の
署
名
が
集
ま

っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
県
被
団

協
の
伊
藤
宣
夫
会
長
や
三
田
健
二
郎

副
会
長
な
ど
11
人
が
参
加
し
、
斉
藤

県 
 

県
生
協
連
の
吉
田
敏
恵
専

務
理
事
は
、
岩
手
の
会
結
成

か
ら
４
年
足
ら
ず
で
こ
れ
だ

け
の
署
名
が
集
ま
っ
た
こ
と

は
関
心
の
高
さ
の
表
れ
だ
と

強
調
し
、
核
兵
器
廃
絶
ま
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と

話
し
ま
し
た
。 

 

達
増
知
事
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
み
な
さ
ん
の
活
動
が
困
難

に
な
る
中
で
、
20
万
人
の
署

名
を
達
成
し
た
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
。
最
近
は
ア
メ
リ
カ

で
も
『
原
爆
投
下
は
良
く
な

か 

 

ヒバクシャ国際署名をすすめる岩手の会のみなさんが達増

知事に２０万筆達成を報告（９月１７日） 

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
病
床

確
保
や
受
診
抑
制
で
医
療
機
関
は
大

幅
な
減
収
だ
と
強
調
。
県
立
病
院
で
の

年
間
81
億
円
の
減
収
に
は
40
億
円

の
融
資
で
対
応
し
ま
す
が
、
国
が
予
備

費
を
使
っ
て
補
て
ん
す
る
べ
き
だ
と

指
摘
。
達
増
知
事
は
「
全
国
知
事
会
な

ど
を
通
じ
て
国
に
支
援
を
働
き
か
け

る
」 

  

の
感
染
者
が
確
認(

９
月
23
日
現
在
、

全
員
退
院)

さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
状

況
と
検
査
体
制
に
つ
い
て
質
問
。
達
増

知
事
は
「
感
染
拡
大
の
警
戒
が
必
要
で

あ
り
、 
あ
り
、
濃
厚
接
触
者
に

限
ら
ず
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
者
に
も
検
査
を
実

施
し
て
早
期
に
感
染
者

を
発
見
し
、
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
」
と
答
え

ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に

向
け
た
検
査
体
制
に
つ

い
て
野
原
保
健
福
祉
部

長
は
「
地
域
の
医
療
機

関
で
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査

を
同
時
に
行
う
た
め
に

体
制
整
備
を
進
め
て
い

く
と
説
明
し
ま
し
た
。 

達増知事に新型コロナ対策に関する第４次申し入れを行う党県委員
会と県議団(８月６日) 

１０月８日(木)斉藤県議が一般質問 
（３人目の登壇 午後４時ごろ） 

● ９月２９日／県議会開会 
●１０月６～８日／本会議・一般質問 
●１０月９日／各常任委員会 
●１０月１３日／本会議 
●１０月１４～２３日／決算特別委員会 
●１０月２７日／最終本会議 

る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

第
４
次
補
正
予
算
で
は
、
２
種
類
の

貸
付
金
が
計
５
０
５
億
円
増
額
さ
れ

た
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
県
が
毎
月
行

っ
て
い
る
事
業
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
７
月
の
売
り
上
げ
が
「
前
年

比
41
％
以
上
減
少
」
と
回
答
し
た
事

業
者
が
34
％
に
達
し
て
お
り
、
抜
本

的 

 

的
な
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
雇
用
の
確

保
に
と
っ
て
雇
用
調
整
助
成
金
の
活

用
は
重
要
で
す
が
、
７
月
の
事
業
者
の

影
響
調
査
結
果
で
は
、
雇
用
調
整
助
成

金
を
活
用
し
た
事
業
者
は
22･

３
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
幅
広
い
事
業
者

が
積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
改
善

を
求
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
10

月
か
ら
県
内
の
宿
泊
施
設
の
利
用
で
１

泊
当
た
り
３
千
円
を
補
助
す
る
新
た
な

「
泊
ま
る
な
ら
地
元
割
ク
ー
ポ
ン
」
を
、

岩
手
県
民
と
東
北
・
新
潟
の
各
県
民
を

対
象
に
実
施
し
ま
す
。 
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  【
７
月
】 

17
日 

岩
手
県
農
協
労
組
定
期
大
会 

18
日 

２
０
２
０
地
方
自
治
研
究
集
会 

22
日 

県
立
高
校
に
お
け
る
生
徒
自
死
問
題
第

三
者
委
員
会
報
告
書
に
つ
い
て
の
会
見
、

報
告
集
会 

25
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
救
援･

復
興
県
民

会
議
９
年
の
つ
ど
い
（久
慈
市
） 

27
日 

公
開
講
座「
障
が
い
者
福
祉
」 

31
日 

盛
岡
市
立
病
院
院
長
と
懇
談 

【
８
月
】 

3
日 

県
議
会
災
害
対
策
本
部
会
議 

4
日 

文
教
委
員
会
、
第
７
回
野
党
共
闘
調
整

会
議 

5
日 

地
域
医
療
確
保
特
別
委
員
会
、
県
政
調

査
会 

6
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
達
増
知
事
に
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
第
４
次
申
し
入
れ 

7
日 

県
教
育
長
に
盛
岡
市
内
の
中
学
校
に
お

け
る
顧
問
教
師
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
事
件

に
つ
い
て
申
し
入
れ 

9
日 

４
野
党
合
同
街
頭
演
説
、
県
革
新
懇「
国

会
報
告･

要
望
を
聞
く
会
」 

15
日 

終
戦
記
念
日
街
頭
宣
伝
、
30
人
学
級

を
実
現
す
る
岩
手
の
会
再
開
準
備
会

で
情
勢
報
告 

17
日 

高
校
再
編
後
期
計
画
案
の
盛
岡
ブ
ロ
ッ

ク
①
地
域
検
討
会
議 

22
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

23
日 

滝
沢
北
部
後
援
会
の
つ
ど
い 

28
日 

岩
手
県
社
会
保
険
労
務
士
会
会
長
と
懇

談
、
高
校
再
編
後
期
計
画
盛
岡
ブ
ロ
ッ

ク
②
地
域
検
討
会
議 

31
日 

議
運
、
岩
渕
前
岩
手
大
学
学
長
退
任
記

念
講
演
会 

【
９
月
】 

1
日 

文
教
委
員
会 

2
日 

地
域
医
療
確
保
特
別
委
員
会
、
県
政
調

査
会
、
第
８
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

3
日 

議
運
、
臨
時
県
議
会
議
案
説
明
会 

4
日 

川
久
保
病
院
事
務
長･

介
護
部
長
と
懇

談 

5
日 

県
生
健
会･

盛
岡
生
健
会
50
周
年
の
つ

ど
い
、
４
野
党
合
同
街
頭
演
説 

8
日 

議
運
、
臨
時
県
議
会 

9
日 

文
教
委
員
会
調
査
（盛
岡
と
な
ん
東
支

援
学
校
、
葛
巻
町
） 

10
日 

文
教
委
員
会
調
査
（遠
野
緑
峰
高
校
、

大
船
渡
Ｂ
Ｍ
Ｘ
） 

11
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

12
日 

新
庄
地
区
県
政･

市
政
報
告
と
党
を
語

る
つ
ど
い 

15
日 

旧
盛
短
跡
地
解
体
工
事
説
明
会 

17
日 

県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員
の
選
任
問

題
で
商
工
労
働
観
光
部
長
へ
の
申
し
入

れ
に
同
席
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
を
進
め

る
岩
手
の
会
が
達
増
知
事
に
20
万
筆

達
成
を
報
告 

18
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
内
丸
町
内
会
等

の
県
庁
の
昼
休
み
時
間
の
運
用
改
善
求

め
る
要
望
に
同
席 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（８月４日） 

 

７
月
22
日
、
県
立

不
来
方
高
校
バ
レ
ー

部
員
の
自
死
事
件
に

関
す
る
第
三
者
委
員

会
の
調
査
報
告
書
が

県
教
委
に
提
出
さ

れ
、
８
月
４
日
の
文

教
委
員
会
で
質
疑
に

立
ち
ま
し
た
。 

 

報
告
書
で
は
、
顧

も 
も
明
ら
か
に
な
っ
た

も
の
の
、
再
発
防
止

を
怠
っ
た
こ
と
が
、

当
該
校
校
長
の
不
十

分
な
監
督･
指
導
に

つ
な
が
り
、
本
件
事

案
へ
と
つ
な
が
っ
た

可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
」
と
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

佐
藤
県
教
育
長
は

「
報
告
書
の
内
容
す 

 

 

問
教
師
が
当
該
生
徒
に
対
し
て
「
お
前

は
バ
カ
か
」「
も
う
バ
レ
ー
す
る
な
」
な

ど
の
暴
言･

叱
責
の
内
容
が
具
体
的
に

示
さ
れ
、
自
死
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と
、

顧
問
教
師
と
学
校
長
が
、
文
科
省
な
ど

の
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
認

識
し
て
い
な
か
っ
た
問
題
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
県
教
委
の
対
応

に
つ
い
て
は
「
前
任
校
で
の
顧
問
の
暴

言･

暴
行
が
、
裁
判
や
県
教
委
の
調
査
で 

べ
て
が
大
変
重
い
も
の
と
受
け
止
め
て

い
る
。
夢
を
持
っ
て
い
た
生
徒
が
な
ぜ

自
死
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
、
忸
怩
た
る
思
い
だ
。
再
発
防
止

に
向
け
し
っ
か
り
議
論
し
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。
斉
藤
県
議
は
、
顧
問
教
師

の
厳
正
な
処
分
と
、
再
発
防
止
「
岩
手

モ
デ
ル
」
策
定
委
員
会
に
遺
族
推
薦
の 

事
宛
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
対
策
と
地
域
経
済
対
策
と
し
て
の

休
憩
時
間
運
用
に
つ
い
て
の
要
望

書
」
を
提
出
。
県
職
員
の
昼
休
み
を

11
時
か
ら
14
時
の
間
で
選
択
制
と

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

 

町
内
会
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、「
新
型
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
売
り
上

げ
が
大
幅
に
減
少
」
と
の
回
答
が
店

舗
全
体
で
68
％
、
飲
食
で
は
76
％
、

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
営
業
で
は
76
％
が 

 

９
月
18
日
、
桜
山
・
内
丸
界
隈
の

町
内
会
と
飲
食
業
の
方
々
が
達
増
知

事 

パネルディスカッションでコーディ
ネーターを務める斉藤県議(右) 

白水総務部長に要請する内丸第一･第二町
内会、東大通商業振興会のみなさん 

「

12
時
か
ら

12
時
半
に
集
中
し

て
い
る
」
と
回
答
。
ま
た
「
６
月
以

降
客
は
半
分
以
下
、
８
月
は
さ
ん
さ

踊
り
も
な
く
３
分
の
１
に
減
少
」

「
来
客
数
は
昼
半
減
、
夜
は
１
割
」

な
ど
の
切
実
な
声
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
佐
々
木
内
丸
第
二
町
内
会

長
は
「
医
大
の
移
転
で
人
の
流
れ
が

変
わ
り
、
消
費
税
増
税
で
影
響
を
受

け
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
さ
ら
に
打
撃
を

受
け
て
い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

応
対
し
た
白
水
総
務
部
長
は
「
今

回
の
要
望
に
つ
い
て
切
実
な
実
態

も
示
さ
れ
た
の
で
、
他
県
の
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
し
っ
か
り
検
討
し

て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

委
員
も
入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

８
月
７
日
に
は
、
盛
岡
市
内
の
中

学
校
に
お
け
る
陸
上
部
顧
問
に
よ
る

パ
ワ
ハ
ラ
で
、
将
来
が
期
待
さ
れ
て

い
た
生
徒
が
陸
上
部
を
辞
め
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

も
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
の
精
神
的
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
問
題
で
、
被
害

者
の
父
親
と
弁
護
士
が
佐
藤
県
教
育

長
と
各
教
育
委
員
宛
に
「
厳
正
な
処

分
を
求
め
る
」
申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。 

９月５日、安倍首相の辞任表明によって政局が不
安定で流動的な局面を迎える中、県内の４野党は盛
岡駅前で第三弾となる合同街頭演説を行いました。 
（写真左から斉藤県議、中村起子立憲民主党県連合
幹事長、木戸口英司・横沢高徳国民民主党参院議員、
小西和子社民党県連合代表） 

 

７
月
25
日
、

久
慈
市
で
東
日

本
大
震
災
津
波

９
年
の
つ 

９
年
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

遠
藤
譲
一
久
慈
市
長
が
記
念
講
演
。

大
震
災
や
台
風
災
害
か
ら
の
復
興
、
新
型

安
全･

安
心 

コ
ロ
ナ
対
策
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
被
災
者
支

援
や
生
業
の
再
生
な
ど

復
興
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
討
論
し
ま
し
た
。 

・ １１月１１日(水)午後６時～ 

・１２月 ９日(水)午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

 

県
教
育
委
員
会
は
、
県
立
高
校
の

普
通
教
室
と
職
員
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
、
今
年
度
は
当
初
の
14
校
か

ら
前
倒
し
し
て
27
校
で
整
備
し
ま

す
。
対
象
は
県
南
地
域
の
14
校
と
１

学
級
40
人
程
度
の
大
規
模
校
13
校

で
、
す
で
に
設
置
済
み
や
調
整
中
の

学
校
と
合
わ
せ
全
県
立
高
校
の
半
数

に
当
た
る
33
校
で
整
備
さ
れ
ま
す
。 

 

９
月
８
日
の
文
教
委
員
会
で
質
疑

に
立
っ
た
斉
藤
県
議
は
、
当
初
の
予

定
か
ら
前
倒
し
で
整
備
を
進
め
る
こ

と
を
評
価
し
つ
つ
、
現
在
の
異
常
な 

暑
さ
は
生
徒
と
教
職
員
の
命
と
健

康
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
残
る

33
校
に
つ
い
て
も
来
年
度
中
に

整
備
す
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
求
め
ま
し
た
。 

 

佐
藤
教
育
長
は
「
今
年
一
番
の

暑
さ
を
記
録
し
た
日
に
学
校
訪
問

し
た
際
、
学
校
は
サ
ウ
ナ
状
態
で
、

生
徒
も
先
生
方
も
大
変
苦
労
し
て

い
た
。
可
能
な
限
り
早
期
に
整
備

で
き
る
よ
う
財
政
当
局
と
も
相
談

し
な
が
ら
対
応
し
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。 


